
 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

   

 

 

                                        

   

                                     

6 月に入りました。暦の上では夏、梅雨も目前、箪笥の中の服の入れかえに追われた思い出をもつ方も

多いでしょう。不愉快な「じめっと」を、いかに「からっと」さっぱりするか、工夫のしどころですね。 

2019年 6月 1日 

発行所：医療法人三谷ファミリークリニック 

発行人 / 巽欣子・三谷和男・米本千春 

〒593-8324 堺市西区鳳東町 4 丁３５４－１ 

電話 072-260-1601  FAX072-260-1603  

6 月（水無月）です。初夏の候とはいえ、5月下旬にはすでに大阪で 5日連続 35

度近くまで気温が上がり、熱中症の方が早くもクリニックに来られました。厳しい暑

さの前兆か、はたまた単なる偶然か、いずれにしても温度計をみて服装を考えないと

いけないようです。中高生にとって 6 月 1 日は衣替えの日です。かつては、この日

に一斉に「夏服」になりましたが、今は 5 月の中旬くらいから夏服を OK の学校も

多いようですね。無理せず、気候にあわせた服装を心がけたいものですね。 

 

 

村といわれる所以でしょうか。 

  

大丈夫でした。今日もそこかしこの花の下で歓声が上がっています。ゆっくりと花

を眺めることができるのは何年ぶりかなあ。日本は四季の移ろいが特徴ですので、気

温や気圧の変化による体調の変調に悩まされることが多いようです。しかし、うつく

しい景色に出会いますと、しみじみとした情感に浸ることができます。進学、就職そ

れぞれの門出、しっかり歩んでいきましょう。 

月を迎えました。毎年のことですが、1月、2月と寒い季節を耐え、さあこれから暖

かくなるなあという雰囲気ですが、実は、気温はゆっくりと上がっていくのではなく、

厳しい寒暖の差を経ながら「そういえば春」という感じになっていくんですね。今日

は 3 月 11 日、東日本大震災から 5 年です。個人の防災対策を見直し、原子力の問

題を改めて考える日ですね。今年の桜の開花予想は 23 日〜25日。縮んでいたここ

ろを、そろそろ開放してゆきましょう。 

【ニュース】 

１．診療日の変更をお知らせします。 

巽 医師 6月 14日（金曜日）休診 

三谷医師 6月 28日（金曜日）29日（土曜日）休診 

代診・・金曜日夜診 巽医師／土曜日 米本医師です 

 

2．堺市立総合医療センター研修医 地域医療研修 

村田賢哉先生の地域医療研修が終了しました。感染症

内科医をめざす優れた医師で、クリニックのみならず、

訪問診療や在宅医療などを通して、積極的に地域に学ぶ

研修を受けていただきました。これからが楽しみです。 

 

わなかった皆さん、来年はよろしくお願いしますね。 

を山地に囲まれ、十分な降水、夏期の暑さと冬期の寒冷、積雪の少なさなど生薬の栽培に適した環境にありま

した。1729 年、吉宗の命により大和（宇陀）では幕府の採薬使植村佐平次政勝（小石川植物園の拡張に尽力）

による薬草採取旅行が行われました。『大和誌』（1736 年）によりますと、宇陀、高市、宇智、吉野など南大

和の諸郡で、地黄、当帰、人参、大黄などを産出すると記されています。これに随行した森野藤助（とうすけ）

は、幕吏に随行して近畿一円から北陸地方まで数回にわたる採薬、調査旅行を行った記録が残っています。幕

府から薬草６種（甘草、肉桂、天台烏薬、烏臼木、牡荊樹、山茱萸）を拝領、自ら採取した薬草とともに、自

宅の背後にある台地の畑を利用して栽培を始めました。こうして始まったのが森野旧薬園です。薬園では、唐

種を中心とした貴重な薬用植物の栽培が行われていました。藤助に始まって、森野家は代々薬草の研究と薬園

の整備に努めたため、現在でも、数少ない民間の薬草園として、今も約２５０種類の薬草が栽培されています。

享保の時代から連綿と続き、また資料が散逸せずに伝わり、昔の薬園を研究しているのはここだけのようです。 

 

 

明治 12 年）全国統一試験（現在の医師国家試験の前身）が実施されるのに伴い、漢方医は温知社を結成、漢

江戸時代、漢薬の需要は高まりつつありました。

八代将軍吉宗は、幕府の財政を建て直すために日本

国内で何とか自給自足できないものかと、中国産の

薬用植物の種苗を輸入する一方、山野に自生する薬

草・薬木を調査、採集し、それらを栽培化する試み

を盛んに行っていました。中でも、奈良県は、周囲

を山地に囲まれ、十分な降水、夏期の暑さと冬期の

寒冷くつかの質問に対し、吉益東洞がこれに答える

という形式をとっていますが、まさに医療思想の根

本に関わる問答集です。皆さんは「人事を尽くして

天命を待つ」という表現をご存じでしょう。ここに

は「天」という無限の存在を「人」という有限の存

在は思惟できない、という明確な発想があり、大自

然と 

 

新しい時代(令和)を迎えるにあたり、襟を正して

明治・大正期の漢方をふり返ってみたいと思いま

す。明治維新（1868 年）以降の漢方のあゆみは苦

難の道でした。1874 年（明治７年）医制が発布さ

【ミタクリ漢方 日本最古の私設薬草園「森野旧薬園」】 

３．糖尿病フットケア足月間（今年もやります）  

６月は糖尿病の足月間です。ムシムシする 6 月は、

糖尿病の方にとって、足白癬などの出やすい季節です。

足をチェックしますので、ストッキングは脱いで、素

足になりやすい格好でお越しください。 

4．ミタクリ川柳コーナー 

元号が令和に変わり一ヶ月・・私たちの疑問を川柳

にしていただきました。 

新元号 巧く使って 稼ぐ人 

新元号 何も変わらぬ 暮らしかな 

先月号でも書きましたが、どう変えるかは私たちの

手の中にありますね。 

～ミタクリ通信～ 

2019 年 6 月号 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【欣子先生の診察室だより】 

 
5 月、6 月は医療の世界は学会シーズンです。週末には全国で勉強する機会が設けられる

のですが、私のメイン学会である日本プライマリケア連合学会総会が今年は京都でありまし

た。京都といっても国際会議場は中心部から 20 分ほど北の宝ヶ池にあります。堺からは 2

時間・・いつもくじけそうになりながら通っていたのですが今年は米本先生と一緒だったので

贅沢しようよ！ということで京都の中心部で 1 泊することにしました。京都って大阪人にし

てみたら宿泊どころか「いつでも行けると思うのでなかなか行かない場所」ですよね？中心部

は気が付いたら 20 年ぶりでした。夜、ホテルにチェックインしてウロウロしてしたら錦市

場に。遅かったのでどこも閉まっていて残念ねーと言いながら歩いていると、大発見！な

んと商店街のたくさんのシャッターに江戸時代の鬼才、伊藤若冲の絵が！あ、そういえば

若冲は錦市場の青物商で生まれ育ったんだったわ！と思いだしたら商店街の入り口に案

内の看板がありました。「人の世に熱あれ、人間に光あれ」と高らかに人間の尊厳と平等

をうたいあげ、水平社宣言は日本で最初の人権宣言と言われました。平和と人権の確立を

めざす部落解放運動の原点が全国水平社にあるといえます。御所市には「水平社資料館」

があるそうです。 

大和葛城山の山頂からは、大和三山が一望できました。【天香久山（あまのかぐやま、

あめのかぐやま）、畝傍山（うねびやま）、耳成山（みみなしやま）】 皆さんもいにしえ

の地に思いを馳せてみませんか？ 

かと思うと気が遠くなるほどです。合宿では麹菌を蒸し米に混ぜたものを 48 時間腹

巻の中にいれて体温で温めて麹をつくりました。出来上がった麹をみるとなんか産まれ

たての我が子のようにいとおしくて、家に帰ってから甘酒と塩麴、醤油麹に仕上げまし

た。甘酒が夏バテの時に「飲む点滴」と呼ばれるのはなぜかというと、麹のおかげで米の

デンプンがブドウ糖にまで変化しているので（体の中でデンプンをブドウ糖に分解する

ためには、よく噛んで唾液のアミラーゼと混ぜて麦芽糖に変化させ、小腸のマルターゼで

消化してやっとこさです）吸収が早い、そのうえ米のたんぱく質もアミノ酸に変化してそ

のうえビタミン B 群も豊富だからですね。（しかし！ブドウ糖ですから糖尿病の人はとり

すぎ要注意です！！）今回は豆乳ヨーグルトというものも初めて知りましたが植物性で

低カロリー、大豆イソフラボン（女性の味方）もとれていいですね。大きなスーパーには

売ってます。切り干し大根など乾物を豆乳ヨーグルトでもどすと栄養価も高まるし、アボ

ガドを漬けておくと別物のおいしさになります。また講師の先生にKONBUCHA（紅茶

キノコ）の種をわけてもらい緑茶で育てています。（ナタデココも同じ原理でココナッツ

水を発酵させてできた発酵食品なんですって！）いままでサボテンですら枯らす私です

が、2か月大事に守っています。発酵食品は消化にかわることを麹菌がしてくれるので吸

収しやすい、栄養価が高くなる、腸内環境を整える、そのうえ保存がきくなどと昔の人の

知恵の集大成です。塩分と糖分のとりすぎに注意しながら食卓を豊かに！その他保存に

使う桶と樽の違いについても勉強してきましたがこれは堺とも関係ありそうで別の機会

にまとめますのでご期待ください。おかげで米のデンプンがブドウ糖にまで変化してい

るので（体の中でデンプンをブドウ糖に分解するためには、よく噛んで唾液のアミラーゼ

と混ぜて麦芽糖に変化させ、小腸のマルターゼで消化してやっとこさです）吸収が早い、

そのうえ米のたんぱく質もアミノ酸に変化してそのうえビタミン B 群も豊富だからです

ね。（しかし！ブドウ糖ですから糖尿病の人はとりすぎ要注意です！！）今回は豆乳ヨー

【外来担当医一覧 ２019 年 6 月現在】    予約電話番号：０７２－２６０－１６０１ 

診察受付時間 月 火 水 木 金 土 

午  前 

（9:00-11:00） 

巽 

米 本 

米 本 

三 谷 

巽 

三 谷 

巽 

米 本 

巽 

三 谷 

三 谷 

午  後（14:00-

16:00） 

巽（予約） 

米本（訪問診療） 

巽（訪問診療） 

 

巽（予約）  

三谷（訪問診

療） 

巽（訪問診療） 巽（予約） 

米本（訪問診

療） 

 

夜 診（16:30-

18:30） 

 三 谷 三 谷  三 谷  

 

市場に。遅かったのでどこも閉まっていて残念ねーと言いながら歩いていると、大発見！なんと商店街のたくさんのシャ

ッターに江戸時代の鬼才、伊藤若冲（じゃくちゅう）の絵が！そういえば若冲は錦市場の青物商で生まれ育ったんだった

わ！と思いだしたら商店街の入り口に案内の看板がありました。画業に専念したいので店を弟に譲り、絵描き三昧・・と

思いきや、実は営業許可をめぐって積極的に調整活動をしたおかげで、傾いていた錦市場は窮状を脱したという古文書が

発見されて若冲の新たな側面が見直されているそうです。シャッターが閉まってからなので、夜だけのお楽しみに是非！ 

で、肝心の学会ですが、今回参加できたのは ACP（アドバンスト ケア プランニング：人生会議）、健康の社会的決

定要因＝ＳＤＨ（Social Dererminants of Health）や困難事例に対するトラウマへの気づき、さらに最近のエビデンス、

についてのセッションです。特に SDH について。ひとの健康状態は遺伝だけではなく、孤独や生活環境や貧困といった

社会的環境に要因によっても大きく影響され、健康格差が生まれていることがわかってきました。たとえば・・ 

･男性の肥満による死亡リスクは低所得者で約２倍高くなる 

･高齢者のうつ割合には市町村間に 1.7 倍の地域差。地域の人とのサポートの授受が豊かだと減る 

･笑わない人は、脳卒中リスクが 1.6 倍増える ･独居男性はひとりで食事をしていると 2.7 倍うつになりやすい 

･３年間で歩く人が増えたまちほど、転倒が減少する 

･東日本大震災前の地域の結びつきがＰＴＳＤ（心的外傷後ストレス障害）発症を４分の３に抑制 

（日本老年学的評価研究ＪＡＧＥＳの発表より） 

当院ではそういった社会的要因の対応のために「ちぐさのもり」をつくっています。経済的に困窮した方は無料低額診

療という制度があり、堺市では耳原総合病院と浅香山病院が実施されています。ご近所で、お知り合いで、「お金がないか

ら病院にいけない」と医療を中断されている方や知り合いなく孤立している方などおられましたら是非ご紹介ください。

私たちがすべてを解決することはできませんが、健康格差について学び、私たちのつながりの中で一番適切な方法で必要

なケアを得られるように応援します。 

 

「人の世に熱あれ、人間に光あれ」と高らかに人間の尊厳と平等をうたいあげ、水平社宣言は日本で最初の人権宣言

と言われました。平和と人権の確立をめざす部落解放運動の原点が全国水平社にあるといえます。御所市には「水平

社資料館」があるそうです。 

大和葛城山の山頂からは、大和三山が一望できました。【天香久山（あまのかぐやま、あめのかぐやま）、畝傍山（う

ねびやま）、耳成山（みみなしやま）】 皆さんもいにしえの地に思いを馳せてみませんか？ 

かと思うと気が遠くなるほどです。合宿では麹菌を蒸し米に混ぜたものを 48 時間腹巻の中にいれて体温で温め

て麹をつくりました。出来上がった麹をみるとなんか産まれたての我が子のようにいとおしくて、家に帰ってから甘

酒と塩麴、醤油麹に仕上げました。甘酒が夏バテの時に「飲む点滴」と呼ばれるのはなぜかというと、麹のおかげで

米のデンプンがブドウ糖にまで変化しているので（体の中でデンプンをブドウ糖に分解するためには、よく噛んで唾

液のアミラーゼと混ぜて麦芽糖に変化させ、小腸のマルターゼで消化してやっとこさです）吸収が早い、そのうえ米

のたんぱく質もアミノ酸に変化してそのうえビタミン B 群も豊富だからですね。（しかし！ブドウ糖ですから糖尿病

の人はとりすぎ要注意です！！）今回は豆乳ヨーグルトというものも初めて知りましたが植物性で低カロリー、大豆


